
ONCC 12期生 てくてくウォーキング科  

６月７日（金）  

郡山城を訪ねて 
 

3回目の「てくてくウォーキング」は、豊臣政権の重要城郭であった大和郡山城を訪ねました。前週には城郭研

究家の中井均先生の詳しい講義もあり、興味津々の攻城戦です。幸いお天気にも恵まれ上々の見学日和

でした。 

 

10 時 10 分 JR の郡山駅に集合 

4 班それぞれにガイドさんが付いていざ

出発です。 

郡山駅前で今日のコースの概要の説明

を受けています。 

 

 

 

源九郎稲荷神社 

歌舞伎の義経千本桜に登場する源九郎狐

をお祀りしているという神社で、この演

目を演ずる役者がお参りするというので

有名らしい。 

狐のアクロバティックな演出が見どころ

の出し物です。 

町家物語館 

大正 13 年に建てられた木造三階建ての

元遊郭建築として貴重なもの。当時の

上流花街の栄華が偲ばれます。廃業後

は下宿として利用されており、近年耐

震工事が行われ、平成 30 年から一般公

開が始まりました。 

 



紺屋川 

道の中央に水路が通っていて車も通ります。 

 

箱本（はこもと）館「紺屋」 

 

 

 

 

 

 

 

江戸時代から 1990 年代中ごろまで続い

ていた藍染商の建物で、金魚コレクション藍染ショップ等があります。 

 

本家菊屋 

奈良県で最古の和菓子屋さん。郡山

城主であった豊臣秀長が、兄秀吉を

もてなすために菊屋治兵衛に作らせ

た粒あんきな粉餅、御城之口餅（お

しろのくちもち）が有名です。 

 

 

 

 

 

市役所前の郵便ポスト 

さすがに金魚の街、きんとっと君ポスト 

 

 

 

いよいよお城へ 



追手門 

1618 年（元和 4 年）松平忠明が郡山城

主となったが、そのとき城には十分な

建物がなく、家康の命によって伏見城

に移されていた諸門を再び郡山に移築

近世郡山城の威容が整ったという。 

 

 

 

天守台展望台 

 

 

 

 

 

 

2014 年９月 12 日に郡山市教委の発

表により、城を支えていたとみられ

る大きな礎石群があったことが明ら

かとなりました。 

16 世紀末この天守台には５階の天守

が立っていた可能性が出てきており

左図の下の部分に一段低い付櫓のあ

る複合式天守であったとも考えられ

ています。発掘調査により豊臣期大

坂城の金箔瓦と同范（どうはん：同

じ型を使って作られたもの）の軒丸

瓦や聚楽第に類例のある軒平瓦が出

土しており、礎石上の建物が豊臣政

権期の築造であることも明らかにな

りました。 

郡山城天守閣イメージ 



 

転用石の多い石垣 

郡山城は福知山城と並んで転用石が

多く使用されていることで知られて

おり、少し注意して見てみると素人

目にもよくわかります。 

奈良には良質な石材が少ないため、

秀長は奈良中の家々や寺院から石材

を調達して石垣に使用したものと思

われます。 

 

さかさ地蔵 

 

 

 

 

 

 

 

 

さかさ地蔵はこの転用石の中でも有名な存在で、地蔵菩薩立像が逆さに使われ

ているのでさかさ地蔵と呼ばれています。地蔵は左手に宝珠を持ち、右手に錫

杖を持っています。 

柳沢神社 

郡山城の本丸に建つ柳沢神社は、初

代郡山藩主の柳沢吉里の父、柳沢吉

保（5 代将軍・徳川綱吉に重用された

側用人）を祀る神社で、1880 年（明

治 15 年）に創建されました。 

 

◇この後、追手門前に戻り、解散しました。3 時間余りの熱心なガイド有難う

ございました。郡山市のガイドさんに感謝です。（2 班 広報担当） 


